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リュウグウは、ラブルパイル型小惑星であり、

前駆母天体が破砕し生成した破片が再集積して
形成したと考えられている[e.g., 1]。探査機はやぶ
さ 2 が地球に持ち帰ったリターンサンプルの初期
分析では、大小様々なサイズのリュウグウ表層粒
子が分析され、CI コンドライトによく似た化学
的・岩石学的特徴をもつことが明らかとなってい
る[e.g., 2, 3]。また多くの粒子は、特徴の異なる複
数の岩相からなる角礫岩組織を示す[e.g., 2, 3]。こ
れらの岩相は、リュウグウ前駆母天体内の異なる
場所で形成した可能性があり、それぞれを詳細に
分析することで、前駆母天体の形成・進化過程に
関する情報が得られると期待される。本研究では、
初期分析試料のうち最も大きな C0002 粒子（~8 
mm）の切断研磨片 plate 6 に含まれる岩相につい
て、走査型電子顕微鏡（SEM）、SPring-8 BL47XU
の放射光ナノ CT、透過型電子顕微鏡（TEM）分析
を行い、鉱物学的特徴を調べた。 

リュウグウ粒子の主要な岩相は主に Mg に富む
層状ケイ酸塩からなり、Fe-Ni 硫化物（ピロータイ
ト, ペントランダイト）、マグネタイト、炭酸塩（ド
ロマイト, ブリュネライト）、アパタイト等を含む
[e.g., 2, 3]。Plate 6 の大部分もこのような岩相から
なるが、場所によって炭酸塩の存在量には違いが
見られ、リン（P）が欠乏した領域も見られた。ま
た、カンラン石や輝石を含み比較的水質変成度が
低いと考えられる岩相、主要な岩相に比べ非常に
硫黄（S）に富む岩相もそれぞれ複数観察された。
これらは主要な岩相と明瞭な境界をもつ。 

本研究では、主要な岩相のうち炭酸塩、リンの
分布量が異なる 4 か所、無水ケイ酸塩を含む 2 つ

の岩相、硫黄に富む 1 つの岩相について、集束イ
オンビーム装置を使って微小試料を作製し、放射
光ナノ CT 分析と TEM 観察を行った。 

主要な岩相の試料は、Mg に富む層状ケイ酸塩
（サポナイトとサーペンティンからなる）の特徴
から次の２つの部分に分けられる：（1）比較的結
晶性が高く（結晶サイズ >~200 nm）ややサーペン
ティンの量比が高い領域、（2）結晶性が低いかつ
サポナイトの量比がやや高く、多数の Fe-Ni sulfide
微粒子（数十～数百 nm サイズ）と共存する部分。
（1）と（2）の量比には試料間で差が見られた。
また、Fe-Ni sulfide 微粒子の一部は縁から層状ケ
イ酸塩に交代されており、その変質程度にも試料
間で差が見られた。これら試料間の違いは、水質
変成程度（或いは変成条件）の差を反映している
と考えられる。 

また無水ケイ酸塩を含む 2 つの岩相は、一方は
大部分が比較的結晶性の高い層状ケイ酸塩から
なるのに対し、他方は大部分低結晶性の層状ケイ
酸塩からなり、水質変成程度（或いは変成条件）
に違いがあることが分かった。一方、硫黄に富む
岩相は主に低結晶質の層状ケイ酸塩と Fe-Ni 硫化
物からなり、板状の細粒な Fe 硫化物を多く含む
ことが分かった。発表では、各試料の詳細な鉱物
学的特徴を紹介し、それぞれの水質変成度や形成
履歴について議論する。 
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